※賃借権仮登記の単独抹消

登記上の利害関係人からの単独抹消登記申請の際の登記原因証明情報

（賃借権仮登記は、不動産担保ローンの抵当権に併用して設定されることがあります。その場合、借金完済後に借主から単独で抹消登記申請をすることができます。登記上の利害関係人には、所有権登記名義人である仮登記義務者を含むとされています。）
登記原因証明情報
１　当事者及び不動産

（１）当事者　　　権利者（甲）東京都中央区銀座四丁目１３番５号

　　　　　　　　　（仮登記義務者）　◎　◎　　　◎　◎　子　

　　　　　　　　　義務者（乙）東京都中央区銀座四丁目１３番５号
　　　　　　　　（仮登記名義人）　△　△　　　△　△　夫
（２）不動産の表示
　　　所　　在　　中央区銀座四丁目　

　　　地　　番　　○○○番１　

　　　地　　目　　宅　地　　

　　　地　　積　　１２３．４５㎡　
２　登記の原因となる事実又は法律行為

　（１）甲と乙は，昭和××年××月××日，上記不動産の表示に記載した土地について賃借権設定契約を締結し、昭和××年××月××日東京法務局受付第１２３４５号にて賃借権設定仮登記がなされた。
（２）甲と乙は，合意により，平成××年××月××日，上記賃貸借設定契約を解約した。
平成　　年　　月　　日　東京法務局　御中
　上記の登記原因のとおり相違ありません。
　　　（仮登記名義人）　　　住所　東京都中央区銀座四丁目１３番５号
　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印 
